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共生社会デザイン学科／ソーシャルワーク学科







日本社会事業大学
創立80周年

詳しくは大学案内 P7へ!

詳しくは大学案内 P11へ!

2026年
（令和8年）



本学は1学年約200人前後と少人数です。単科大学で少人数だからこそ、
福祉について語れる仲間ができることも大きな魅力の１つです。また、学生
と教員との距離が近く、学びの面でのサポート体制も万全です。
温かい信頼関係を築き、
学生一人ひとりの個性
を重んじた教育を行い
ます。
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※「学生納付金調査」より（日本私立大学団体連合会／2024年6月）

4,515,122
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思考力やコミュニケーション力に
磨きがかかる

各学年に少人数制クラスの科目を配置し、演習形式の学修機会を設け
ています。意見を発信する機会が豊富なので、倫理的に考えをまとめ
る能力が身につきます。フィールドワークや、ディスカッションなど
の多彩な手法で学修を進めます。幅広い考え方や価値観に触れ、相互
に意見を交わせる力を養います。



※全国平均合格率56.3％ ※全国平均合格率70.7％ ※全国平均合格率78.3％

69.6 77.8

きます

第37回 第37回第27回



※令和6年度実績

（2025年3月31日現在）

詳しくは大学案内 P19へ!

詳しくは大学案内 P21へ!
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キャリア支援は1年次からスタートします。年間を通じて個別就職相談、
就職ガイダンスのほか、就職支援プログラムを実施しています。また卒業
生の就職体験記をはじめ、就職に関する書籍・雑誌も取り揃えています。本学
の長い歴史とともに蓄積してきた卒業生の就職に関する情報とノウハウ、
ネットワークを駆使し、全力で学生をサポートします。

本学には全国の社会福祉施設や福祉関係団体からたくさん
の求人票が集まります。また公務員採用試験の対策にも力を
入れているため、多くの卒業生が福祉現場の第一線や地方
自治体などの福祉担当職として活躍しています。学生一人
ひとりの希望・適性を考慮し、また社会福祉分野の動向など
も見すえながら進路先で十分力を発揮できるよう、きめ細かい
個別指導をしています。

取得できる資格

社会福祉士国家試験受験資格

【全員が取得できる】

【共生社会デザイン学科・ソーシャルワーク学科 
両学科で取得できる】

【ソーシャルワーク学科のみ取得できる】

精神保健福祉士国家試験受験資格／高等学校教諭一種免許状（福祉）／特別支援学
校教諭一種免許状（聴覚障害者）／認定スクールソーシャルワーク（教育課程指定
科目）／社会福祉主事（任用資格）／身体障害者福祉司（任用資格）／知的障害者福
祉司（任用資格）／児童指導員（任用資格）

介護福祉士国家試験受験資格／保育士／児童ソーシャルワーク課程（修了認定）

精神保健福祉士国家試験受験資格、介護福祉士国家試験
受験資格、保育士の取得もめざせます。また、スクールソー
シャルワーク教育課程、特別支援学校教員養成課程などの
科目群も用意。現代のニーズに対応した専門家を養成し
ます。



自治会や子ども食堂の運営など
大学での多彩な経験が仕事で輝く

社会福祉協議会や介護の現場で
実践的な学びなど積み重ねる

宮東 英維
社会福祉法人 睦月会 Seamless Support Labs原宿支援員
2024年 社会福祉学部 福祉計画学科 福祉経営コース卒業

社会福祉士

土谷 紗代
社会福祉学部 福祉援助学科 4年 介護福祉コース

介護福祉士・社会福祉士
東京都立深川高等学校

　幼い頃、母が祖母を支える姿を見て育ち、困難や悩みを抱える人々を支える
ことが自身の使命だと感じるようになりました。この思いから、社会福祉士を
目指し、充実した実習設備と少人数教育が魅力の本学で福祉を学んでいます。
　入学当初は「専門知識でクライエント※の課題を解決したい」という思いが強
かったのですが、ソーシャルワークの実践を通じて、「クライエントの意思決定を
尊重し、他職種や社会資源の力を借りながら解決策を探る大切さ」を学びました。
　卒業後、将来福祉の現場で活躍したいという強い思いがあり、社会福祉士と
介護福祉士の資格取得を目指しています。福祉の領域は広範ですが、どの現場
に携わったとしても、支援者としてクライエント一人ひとりを深く理解し、
的確な支援ができるよう、今後も学びを深めていきます。

　大学の授業で出会った社会福祉法人睦月会がきっかけで、福祉業界の中でも
障がい分野に進みました。現在は、2024年12月に原宿に開設された一体型
通所施設「Seamless Support Labs 原宿」で支援員として働いています。
　利用者の工賃向上を目指し、利用者の特性や興味関心に応じた支援を日々
考えています。利用者一人ひとりの状態やニーズを見極め、「その人にとって
有意義な活動とは何か」を意識しながらプログラムを企画しています。
　大学4年間での多様な経験から、「無駄なことは何もない」という考えを持つ
ようになり、まずは何でも試してみることを心がけています。楽しみながら
取り組むことで、自分が成長していると実感できます。この前向きな姿勢を
大切に今後も仕事に取り組んでいきたいです。

在 学 生

出身高校
取得見込みの資格
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※クライエント：支援を必要とする人


